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事例報告「保存容器さまざま」
資料移転のために作成した保存容器について

九州大学附属図書館 収書整理課長 山口良子

2019年12月12日

九州地区西洋古典資料保存講習会



平成29～30年度移転スケジュール

第222回 九州大学附属図書館商議委員会 (2019.3.23) 資料より



旧文系合同図書室

蔵書数約150万冊 文学部図書室・教育学部・法学部・経済学部の資料を収蔵 書庫で抱えきれない蔵書は、
貝塚キャンパスのみならず旧中央図書館、旧工学部の学科図書室跡などにも分散して置かれていた。



資料を移転するために必要だった保存容器

移転先で
どう保管する?

時間がない

費用対効果 運ぶだけで
壊れそう…

箱



平成26 (2014)年度 マイクロフィッシュ

 保存と収納効率を考え専用の箱を作成

田嶋記念大学図書館振
興財団から助成を獲得

組立前 組立後 マイクロ資料庫の収蔵状況



平成27 (2015)年度 掛図類・軸物

掛図類や軸物が書庫にむき出しで置かれている

 現状のままの移転は困難 (劣化しているものがある)

 移転先で収納に困る

旧文系合同図書室 書庫

容器に
入れよう



どんな容器が幾つ必要か

 規格検討のための
データ採取

およそのサイズに仕分
をして数量を集計

↓

必要な容器の規格と数
を決定



標準筒箱,  伸縮式筒箱 など

旧文系合同図書室書庫 箱入後旧中央図書館 収納作業



－ 理系図書館 地図室



平成27 (2015)年度 レコード

 容器がなく そのままでは破損の恐れがある

 移転先で収納に困る



ラップロック型保存箱

旧中央図書館 レコード収納作業



平成28(2016)年度 未製本雑誌

自動書庫に入れるためには、遡及入力が必要だが、大量の未製本雑誌がある…

 すべて本製本するには、予算が不足する

 簡易製本機による製本だけでは対応できない

 未製本雑誌のままではデータ登録も保管も手間がかかる

製本単位で
箱にまとめる



簡易たとう箱(A3/A4/A5/B5サイズ)

 製本するよりも1個あたりの単価が安い

 紙が弱っていて製本できないものにも対応可能

 未製本雑誌以外にも、破損図書の保存箱としても使用可能



平成28 (2016)年度 大型本

 無理に立てると、破損の可能性

 大型本をすべて平置きするには、収容能力が不足



簡易たとう箱 など (入れるものに合わせて規格を指定)

 対象資料を採寸し、どのよう
な箱が適しているかを検討



平成29 (2017)年度 貴重書・準貴重書

 移転中の破損リスク減らす

 長期保存のため

 収蔵スペース確保のため

グロティウス「戦争と平和の法」1625
（九州大学附属図書館所蔵）



採寸作業 ― リスト作成

箱入れに際し、ジャケット作
成など手当てが必要なもの
の数量把握のために記録



収納箱の種類決定の目安を作成



作成する箱の種類を決定



－ 中央図書館 貴重書庫
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